
１ 開会 

 事務局から会長・副会長についての議事が終わるまで、事務局が司会を行

うことについて報告した。 

 

２ あいさつ 

⚫ 自治振興事務所長あいさつ 

⚫ 自治振興事務所職員自己紹介（参事、担当、副担当）  

⚫ 地域活動支援員自己紹介 

 

３ 事前勉強会 

 事務局から地域自治区制度を説明し、質疑応答を行った。 

４ 舟着地域協議会委員委嘱辞令交付式 

 委員１名へ代表委嘱辞令を交付した。 

 

  

舟着地域自治区事前勉強会及び 

第１回舟着地域協議会 会議録 
公 開 ・ 非公開 

日時 
令和７年４月２４日（木） 

午後７時３０分～午後９時０３分 
場所 鳥原児童館１階 会議室 

出席者 

（委員） 

荒川浩幸、河口利幸、鈴木 仁、加藤春夫、山口和夫、古田 忍 

豊田幸応、山下健次、原 達也、樋口義治、廣瀬秀雄、柿田文恵 

飛安章智、森 勝哉、櫻井利昭、池田嘉子、清水幸代 

（事務局）服部所長、早川参事、後藤主任、森本主査 

欠席者 なし 傍聴者 なし 
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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 事前勉強会 

４ 舟着地域協議会委員委嘱辞令交付式 

５ 議事 

  （１）会長・副会長の選任について 

  （２）会議録署名人の選出について 

  （３）年間スケジュールについて  

６ その他 

  （１）令和７年度地域自治区予算事業について 

  （２）令和７年度地域活動交付金事業について 

  （３）令和６年度からの引き継ぎ事項について 

  （４）委員報酬について 

  （５）次回の舟着地域協議会について 

７ 閉会 



５ 議事 

 事務局から半数以上の委員が出席のため、新城市地域自治区条例８条の３

項の規定を満たし、会議が成立していることを報告した。 

 

（１）会長・副会長について 

 事務局から会長・副会長の役割及び会長・副会長の任期は、委員の任期に

よるものと規定されており、副会長は必要と認める人数を置くことができる

との説明をした。会長は、櫻井利昭委員、副会長は、１人として樋口義治委

員が就任することについて協議を行い、異議はなかったため、決定した。 

 

（２）会議録署名人の選出について 

 会長から舟着地域協議会の会議録には、会長とは別に２人以上の委員の署

名が必要となるとの説明をした。名簿の番号順で２人ずつにすることについ

て協議を行い、異議はなかったため、決定した。  

 

（３）年間スケジュールについて 

 事務局から令和７年度舟着地域協議会年間スケジュール（案）について説

明した。開催日程について協議を行った結果、一部日程を修正し、決定した。

また、開始時間を午後７時３０分から午後７時００分に変更することを決定

した。 

 

６ その他 

（１）令和７年度地域自治区予算事業について 

 事務局から令和７年度地域自治区予算事業について説明した。  

委員 

事務局 

舟着地域利便性向上事業の進捗状況を教えていただきたい。  

早く設置ができるように事務を進めさせていただき、事業が進ん

だらご連絡します。 
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地域自治区予算の使い方について事務局へ質問があります。舟着

コミュニティ計画「絆」９ページの「草刈り代行」に対して報酬は

払えますか。 

地域自治区予算の執行については、制度上、市が行うべき事業に

ついて行うことができます。ただ、地域からの強い要望で、安全安

心な地域を作るために予算を使っている地域もあります。あくまで、

市が管理している道路などに予算を付けることができ、民地などに

予算を付けることは難しいです。 

高齢者支援などで市が高齢者個人へ福祉的サービス提供すること

がありますが、この場合は、どのような扱いになりますか。  
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現在の福祉的サービスは、福祉部署が事業を進めていますが、い

ただいた提案について、担当課と調整を図りながら実現可能な方法、

場合によっては実現できない回答もありますが、この協議会でお伝

えし、議論をしながら令和８年度自治区予算を組んでいけたらと思

います。 

現在の福祉的サービスに新たに加えるのは、費目が存在しない等

の理由から難しいと感じています。 

ただ、舟着コミュニティ計画「絆」２ページの人口表を見ると高

齢者率が増えています。家の草刈りやごみ出しは高齢者にとって大

変です。ごみを出すために１ｋｍ運ぶ地域もあります。この手伝い

をボランティアでやるとなると継続は難しいです。報酬などのシス

テムがあると良いと感じています。この自治区制度があるのだから、

お金をこのようなニーズに対して使った方が良いと思います。 

このような仕組みができるように地域協議会で議論していくこと

が大切で、市もできるためにはどうすれば良いのかという提案をも

らえると助かります。高齢者に優しい地域を目指して、舟着地域か

ら市域全域に波及できたら良いと思います。できれば突破口を作っ

ていきたいです。 

これらの問題は前例がありません。前例がないからできないとい

う考えではなく、どうしたらできるのかという考えに、市は変えて

いただきたいです。 

広報しんしろ「ほのか」令和７年４月号で学校統廃合の記事があ

りました。舟着小学校の児童数を見るとかなりの減少でした。そし

て、世帯数は、あまり変動はありません。高齢者世帯が増えていま

す。少子化対策も大切ですが、高齢者対策も大切です。高齢者対策

ができていないと、移住定住も難しいです。これは新城市全体の問

題でもあると思います。 

この地域である程度の生活ができる環境を整備すべきだと思いま

す。舟着地域自治区で利用ができる予算の中で解決していきたいで

す。 

こういった話をこれからの協議会で議論できていくととても良い

と思います。 

いただいた意見、この地域の人口など現状の数値を踏まえ、この

地域が少しでも良くなるよう努めていきます。  

 

（２）令和７年度地域活動交付金事業について 

 事務局から令和７年度地域活動交付金事業について説明した。 

 

（３）令和６年度からの引き継ぎ事項について 

 事務局から令和６年度からの引き継ぎ事項について説明した。  

 

（４）委員報酬について 

 事務局から委員報酬、費用弁償（交通費）について説明した。 

 



（５）次回の舟着地域協議会について 

 会長から第２回舟着地域協議会は、５月２２日（木）午後７時００分から

鳥原児童館で開催することを報告した。 

 

７ 閉会 

 会長から第１回舟着地域協議会の中で全体を通して意見や質問がないか確

認した。 

 会長から地域協議会の内容について、舟着地域自治区地域協議会に関する

運営要綱第６条により、事務局で会議録を作成し、ホームページ等で公表す

ることを報告した。 

 

 

（配布資料） 

次第、令和７年度舟着地域協議会年間スケジュール（案）、令和７年度舟着地域自治区

予算事業計画、令和７年度舟着地域活動交付金決定事業一覧、令和６年度からの引き継

ぎ事項 
 


